


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 





 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

[ ] 



 

 

 



8.5 地盤 
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   イ  地下水位の変化の状況  

 不圧地下水 

不圧地下水位の調査結果（資料編p.197及びp.198参照）と降雨量との関係は、表8.5-

5及び図8.5-7に示すとおりである。 

観測井のストレーナーは、上端の位置がA.P-0.3ｍ～+0.9ｍ、下端の位置がA.P.-2.3

ｍ～-1.1ｍ（p.294参照）であり、上部有楽町層（砂質土）(Yus)の地下水を観測してい

ることになる。不圧地下水位は、降水量が少なかった冬季が低く、降水量が多かった春

季から秋季に増加した。 

現場透水試験の結果より推定した計画地内の不圧地下水面図は、図8.5-8(1)に示す

とおりである。不圧地下水の流れは概ね東方向に流下し、計画地内における地下水面

の動水勾配は12.4‰となる。 

また、帯水層である上部有楽町層（砂質土）(Yus)の透水係数は2.3×10-5(m/sec)程度

であることから、流速は１日当たり２cm程度であり、その流速は緩やかであると考え

られる。 

 

 被圧地下水 

被圧地下水位の調査結果（資料編p.199～p.200参照）と降雨量との関係は、表8.5-5

及び図8.5-7に示すとおりである。 

観測井のストレーナーは、上端の位置がA.P.-22.2～-20.2ｍ、下端の位置がA.P.-

26.2～-24.2ｍ（p.294参照）であり、埋没段丘礫層(btg)の地下水を観測していること

になる。被圧地下水位は、不圧地下水と比べて降雨の影響が継続する傾向がみられ、特

に令和元年10月の記録的な降水量の影響は、11月の地下水位の上昇にも影響したと考

えられる。 

現場透水試験の結果より推定した計画地内の被圧地下水面図は、図8.5-8(2)に示す

とおりである。被圧地下水の流れは概ね南方向に流下し、計画地内における地下水面

の動水勾配は2.1‰となる。 

また、帯水層である埋没段丘礫層(btg)の透水係数は1.6×10-4(m/sec)程度であるこ

とから、流速は１日当たり３cm程度であり、その流速は緩やかであると考えられる。 

  



  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




